
鹿児島県からのお知らせ

10
月
11
日（
金
）〜
12
月
10
日（
火
）
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県政
トピックス

10月11日（金）～10月12日（土）

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
な
ど
の
防
災
対

策
の
見
直
し
に
よ
り
、
県
、
薩
摩
川
内
市
お
よ
び
関

係
周
辺
市
町
で
策
定
や
修
正
を
行
っ
た
地
域
防
災

計
画
原
子
力
災
害
対
策
編
に
基
づ
き
、国
主
催
に
よ

る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

　
訓
練
は
、川
内
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
地
域
住
民

の
ほ
か
、警
察
、消
防
、自
衛
隊
な
ど
約
1
3
0
の
防

災
関
係
機
関
、
約
3
4
0
0
人
が
参
加
し
た
。実
際

の
災
害
場
面
に
近
づ
け
、そ
の
場
で
の
対
応
を
訓
練

す
る
実
時
間
実
動
訓
練
と
し
て
、国
や
関
係
機
関
と

の
テ
レ
ビ
会
議
、広
域
避

難
誘
導
や
緊
急
被
ば
く

医
療
措
置
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、避
難
施
設
な

ど
で
は
放
射
線
や
原
子

力
防
災
な
ど
に
関
す
る

講
習
会
を
実
施
し
た
。

10月16日（水）

　
人
と
動
物
の
共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
県
が
霧
島
市
に
整
備
を
進
め
て
い

た「
鹿
児
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」が
10
月
16

日
に
開
所
し
た
。

　
伊
藤
知
事
や
前
田
霧
島
市
長
な
ど
約
40
人
が

出
席
し
た
開
所
式
典
で
、
知
事
が「
施
設
を
拠
点

と
し
て
、
動
物
愛
護
の
思
想
を
一
層
普
及
さ
せ

て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
動
物
愛
護
教
室
や

し
つ
け
方
教
室
を
開
催
す
る
ほ
か
、
犬
・
猫
の

譲
渡
の
推
進
を
図
る
た
め
の
譲
渡
会
や
動
物
と

ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
の
方
々

が
動
物
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
、
動
物

愛
護
思
想
の

一
層
の
普
及

定
着
を
図
る
。

平成25年度原子力総合防災訓練

鹿児島県動物愛護センター開所
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10月30日（水）～10月31日（木）

第18回全国茶サミット鹿児島大会in志布志市

　
全
国
の
茶
産
地
が
連
携
し
、
茶
文
化
の
普
及
や

消
費
拡
大
、
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

志
布
志
市
文
化
会
館
な
ど
に
お
い
て
、「
第
18
回

全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大
会
in
志
布
志
市
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
「
緑
茶
と
健
康
、
そ
し
て
実
践
〜
茶

産
地
か
ら
の
挑
戦
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、

全
国
の
茶
産
地
82
市
町
村
の
首
長
な
ど
が
参
加

し
た
市
町
村
長
会
議
で
は
、
緑
茶
に
よ
る
健
康
増

進
効
果
を
実
証
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
大
会
や
鹿
児
島
お
茶
大
使
の
桂
竹

丸
さ
ん
と
国
生
さ
ゆ
り

さ
ん
に
よ
る
健
康
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
お
茶
の
試

飲
・
販
売
な
ど
の
消
費

拡
大
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
。

11月1日（金）
平成25年度県民表彰式

　
県
で
は
、
県
民
の
福
祉
に
貢
献
し
、
特
に
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
個
人
や
団
体
を
「
県
民
表

彰
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
5
人
の
方
々
を
表
彰
し
た
。

《
地
方
自
治
部
門
》

　
四
元
　
泰
盛
　
さ
ん

【
元 

松
元
町
長
】

　
松
元
町
長
と
し
て
、5
期
16
年
4
月
の
長
き
に
わ
た

り
、町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、鹿
児
島
地
区
合
併
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、新
生
鹿
児
島
市
の
誕
生
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
な

ど
、本
県
地
方
自
治
の
伸
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

《
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
》

　
築
地
　
俊
造
　
さ
ん

【
日
本
民
謡
協
会
奄
美
連
合
委
員
会
委
員
長
、
唄
者
】

  

奄
美
島
唄
界
に
お
け
る
代
表
的
な
唄
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、

日
本
民
謡
協
会
奄
美
連
合
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、奄
美
民
謡
大
賞
の
審

査
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、本
県
芸
術
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

《
保
健
福
祉
部
門
》

　
太
原
　
春
雄
　
さ
ん

【
元 

社
団
法
人
鹿
児
島
市
医
師
会
会
長
】

　
鹿
児
島
市
医
師
会
会
長
と
し
て
、
救
急
医
療
体
制
の
推
進
な
ど
に
尽

力
さ
れ
、
鹿
児
島
市
医
師
会
病
院
や
鹿
児
島
市
医
師
会
休
日
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
地
域
医
療
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

《
産
業
経
済
部
門
》

　
秋
葉
　
重
貴
　
さ
ん

【
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
理
事
相
談
役
】

  

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
の
理
事
長
と
し
て
、
中
小
企
業
の
金
融
支
援
や

県
内
企
業
の
貿
易
・
海
外
進
出
支
援
、
農
商
工
連
携
推
進
な
ど
、
中
小

企
業
育
成
と
地
域
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
本
県
産
業
経
済
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
。

《
く
ら
し
・
環
境
部
門
》

　
島
津
　
修
久
　
さ
ん

【
元 

鹿
児
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
】

  

県
公
安
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
県
内
に
お
け
る
治
安
の
維
持
・
向
上

に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
少
年
問
題
の
根
本
的
な
改
善
に
取
り
組
ま

れ
る
な
ど
、
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
。

よ
つ
も
と
　
　
や
す
も
り

つ
き  

じ     

し
ゅ
ん
ぞ
う

あ
き  

ば       

し
げ
た
か

し
ま 

づ        

の
ぶ
ひ
さ

た 

は
ら
　   

は
る  

お

前列左から､島津さん､太原さん､四元さん､伊藤知事､築地さん､秋葉さん
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11月9日（土）

　
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
鹿
児

島
県
版
の
千
円
銀
貨
幣
が
「
屋
久
島
世
界
自
然
遺

産
登
録
20
周
年
」を
テ
ー
マ
に
、「
縄
文
杉
」な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
本
年
度
発
行

さ
れ
た
。

　
11
月
6
日
に
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
か
ら
伊

藤
知
事
へ
の
貨
幣
の
贈
呈
の
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
の

説
明
や
P
R
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
は
日
本
郵
便
株
式
会
社
か

ら
記
念
貨
幣
の
発
行
に
合
わ
せ
て
発
行
さ
れ
る
、

ふ
る
さ
と
切
手
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。こ
の
切
手

は
、
1
シ
ー
ト
に
80
円
切
手
5
枚
を
配
置
し
た
構

成
と
な
っ
て
お
り
、

千
円
銀
貨
幣
の
デ

ザ
イ
ン
と
県
内
の

代
表
的
な
景
勝
地

な
ど
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
25
年
は
、
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
60
周
年

の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
県
と
関
係
12
市
町
村

は
「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
」
を
開
催
し
た
。

　
式
典
に
は
、
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
や
牧
原

秀
樹
環
境
大
臣
政
務
官
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、

地
元
議
会
議
員
、
地
域
住
民
な
ど
1
3
0
0
人
が

出
席
し
、
地
元
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
日
本
復

帰
の
歌
」
の
独
唱
や
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
、
日
本
復
帰
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
の
上
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
行

わ
れ
た
祝
賀
会
に
も

3
5
0
人
が
出
席
し
、

奄
美
群
島
の
人
々
の
結

束
の
強
さ
や
未
来
へ
の

飛
躍
に
対
す
る
期
待
の

強
さ
を
感
じ
る
一
日
と

な
っ
た
。

奄美群島日本復帰60周年記念式典・祝賀会

9月14日（土）～9月15日（日）

地方自治法施行60周年記念貨幣およびふるさと切手
「地方自治法施行60周年記念シリーズ鹿児島県」贈呈

11月4日（月）

11月6日（水）、12月13日（金）

鹿児島七ツ島メガソーラー発電所竣工記念式典

　
鹿
児
島
市
七
ツ
島
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た

「
鹿
児
島
七
ツ
島
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
」
の
竣
工

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
発
電
所
は
、
約
1
2
7
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
大
な
敷
地
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
約
29
万
枚
を

設
置
し
、
発
電
能
力
は
約
7
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、

一
般
家
庭
の
約
2
万
2
0
0
0
世
帯
分
の
年
間
消

費
電
力
量
に
相
当
す
る
国
内
最
大
規
模
の
太
陽
光

発
電
所
で
あ
り
、
11
月
1
日
か
ら
送
電
を
開
始
し

て
い
る
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
一
般
の
方
々
が

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
展
示
見
学
施

設
「
鹿
児
島
七
ツ
島
ソ
ー
ラ
ー
科
学
館
」
も
併
設

さ
れ
て
い
る
（
見
学
す
る

に
は
事
前
予
約
が
必
要
）。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
本
県
の
掲
げ
る
「
地
球

環
境
先
進
県
」
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
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	P16_県トピ498-6

